
問１６

　　「首都圏水道水キャンペーン」に関する自由意見　

　　　「首都圏水道水キャンペーン」に関するご意見またはご要望がございましたら、自由にご記入ください。

　　２３０名の方から回答をいただきました。その中のいくつかのご意見をご紹介させていただきます。

１．ポスターの評価等について（３７件）

年代 性別 意見

右の写真は洋服が白いので、検査員・研究者の方だと思い、一般的な現代のご夫婦だと分かるのに時間が掛かりま

した。清潔感をアピールするには、白は有効だと思いますが、背景の壁も白いので、服はもう少しカラフルなもの

が良かったかと感じました。

キャンペーンポスターが色々なところにあることを今回知りましたが、私は見ていません。というか記憶にありま

せん。インパクトが足りないのではないかなあと思います。キャッチフレーズも当たり前すぎて。写真も昔と今を

表しているのだと思いますが、今の方の写真はすぐに意味がわかりません。

30歳代 男性 シンプルでわかりやすくていいと思う

50歳代 男性 昔の写真は子供の写っている写真を使った方がよかったと思います。

40歳代 男性 有名人を起用したポスターの方が、人目をひくと思う。

40歳代 男性 生活に密着していることはわかりましたが、そこから先の訴えがないような気がしました。

左側の写真は、昭和30年前半ごろまでは通常よく見られた状況であり、昔を思い出し懐かしく感じた。ただ、左

がモノクロ写真に対して右はカラー写真で、あまりにも対比設定に差があり“アレッ”との印象がある。

２．キャンぺーン自体の感想などについて（５６件）

年代 性別 意見

30歳代 女性 首都圏で一緒にキャンペーンをするなら、色々ランキングしたらいいと思う。味、水質、価格など。

40歳代 女性 このキャンペーンで利用するお金を他に回した方がよいと思います。お金がもったいない。

40歳代 女性 首都圏の水道が交流を持つのは良いことだと思います。

水はあって当たり前のような感覚になっていますが、このようなキャンペーンを見ると、水の大切さがよくわかる

ので、啓発活動として良いと思います。

　その都県独自にやっていくのではなく、連携して取り組んでいく必要があるので、緊密に連絡を取り合って欲し

い。ともに手を取り合って取り組んで欲しいです。

水道水を飲んでみようと思わせるキャンペンを続けてほしい。「安全でおいしい」は、みんなの願い。口コミでひ

ろがるようになれば、しめたもの。

首都圏の恵まれた水道環境は利用する誰もが有り難みを感じていると思うので、重ねて「水道の価値について改め

て知っていただくことを目的とした」キャンペーンは不要ではないか。

別々の水道局が一丸となってキャンペーンを行うことは意義があると思います。地域は違っても陸や川はつながっ

ているので共に取り組んで広い範囲の水道水の安全管理ができればいいと思います。

３．キャンぺーンのＰＲの充実について（４１件）

年代 性別 意見

キャンペーンにいっぱいキャラクターがいるんですね。皆あまり知らないのばかりなので、もっとPRすればいい

のにと思います。皆もっと水のありがたみを知るいい機会だと思います。

50歳代 女性 2020オリンピックに向け、首都圏の水道水の安心さ美味しさをPRできる良いチャンスだと思いました。

首都圏水道水キャンペーンのポスターを見かけたことがなかったのでそのキャンペーンを知らなかった。小さな子

供がいるので市の図書館にはよく通っているのだが見かけることがなかった。公共の施設等で張り出してアピール

をしてほしいと思った。

40歳代 男性 全く知らなかったので、無意識に目にするようなテレビコマーシャルなどを利用すると良いと思う。

テレビ、ラジオ、広報誌など、マスメディアをどんどん使って宣伝用して欲しいです。また住んでる団地にも水道

局の人がきて、意見や要望を聞いて回って欲しいです。定期的に、住民説明会を開いて水に対する不安に答えてほ

しいと思ってます。

60歳代 男性
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ホームページをみますと、1万3千枚のポスターを平成30年8月上旬から9月中旬までJR首都圏全線と私鉄路

線に掲載しているのですね。交通広告も莫大な費用がかかります、家庭に検針の方がいらしているのですから検針

票に印刷するかミニパンフにして足で広告するのもいいかと思います。ご覧になった方で窓口にパンフをお持ちに

なったら、おいしい水のペットボトルを先着〇〇〇名様にプレゼントするのも認知度の向上にいいですね。

４．ポスターの掲出場所がわからない、知りたいというご意見（２１件）

年代 性別 意見

40歳代 男性 駅構内や電車内での告知がメインなのでしょうか？車通勤、車移動なので目にしません。仕方ありませんね。

40歳代 女性 地域の新聞や駅のポスターにあれば見かけるチャンスがあったかもしれません。

「首都圏水道水キャンペーン」について、全く知らなかった。定年後は、電車、バスを使わなくなり、外に出る機

会が減ったことが大きな原因だろう。社会の流れにもっと関心を持たないといけないと感じた。

40歳代 女性 このキャンペーンポスターはどこに掲載されたのですか？企業には配っていないのでしょうか？

５．キャンぺーンの目的や効果などにについての疑問（２０件）

年代 性別 意見

このキャンペーンの趣旨はなんなのでしょうか？安全安心で美味しい水とのピーアールでしょうか？それとも水道

行政にご理解を との趣旨でしょうか？

水道の価値は、昨今の自然災害が原因の断水等で十分認識されていると思います。むしろ、水道施設の老朽化に伴

う様々なトラブルについて、各自治体が連携されることを希望します。従いまして、当該キャンペーンを実施する

意義について、若干疑問を感じています。

上記のポスターは初めて見ましたが、正直に言って、何を訴えたいのか伝わってきません。水道がくらしを支えて

いること、インフラとして価値があることは当たり前に広く認識されていて、そのメッセージをポスターで見かけ

ても意識に残りません。一番訴えたいことは、（今さら不要な）自らの事業価値を再認識させることなのか、放射

線量が問題なく安全なことなのか、おいしいので飲んでみてほしいということなのか、もう少しメッセージを明確

で直接的にする必要があると思います。

ポスターを電車で見た際に、関東の水道局とそれぞれのキャラクターはわかったのですが、いまいち伝えたい内容

がわかりませんでした。いつでも生活のそばに水道はあるということ、生活には欠かせないということを伝えたか

ったのでしょうか？

６．その他のご意見について（５５件）

年代 性別 意見

西日本豪雨の被災者の方がインタビューで「水道の水が出たのが何よりもうれしい」とおっしやっているのをテレ

ビで見ました。すごく説得力がありました。子供が小学生のとき水道局や浄水場の見学に行かせていただき、ぴち

ょんくんの文房具やペットボトルをいただいてきたことを思いだしました。企業の工場見学のように、水道局の大

人向けツアーがあったら参加したいなあと思いました。

40歳代 女性 井戸を使っている地域も多くあると思うので、井戸との違いなどをＴＶ番組などで取り上げてもらってはどうか

水は、大切ですが、どの様にして水道水が作られ家庭に届くかあまり知りません。ぜひ、繰り返して広報してくだ

さい。

良品出荷については、日々研鑽されているとわ思うが、近ごろ千葉の水道がうまくなって、浄化器をつけなくとも

いいなと、そんな日が来るのをきたいします。

生活する上でなくてはならない水、ペットボトルの水が安価で美味しい為つい買ってしまいます。自然環境の劇的

な変化で昔の様に水道の水をそのまま飲む勇気がないのが現状です。蛇口から出る水をそのまま飲める様になれる

安心安全な水づくりを目指していただきたいと思います。

60歳代 男性 節水の呼びかけ、地震、水道管の交換の対策を今後も進めていただきたいと思います。
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